
平成３０年度 進学スケジュ－ル（２年生）

進 路 関 係 校内外模擬試験等 学 習 の 補 習
学 校 行 事 実 施 計 画 指 導 方 針 実 施 計 画

１０日 進路志望調査（第１回） 【受講者】原則として全員
４ １７日 早朝補習開始 １１日 課題テスト 応用力の養成
月 文 基 ２７日 進路ＨＲ活動（第１回） ◎早朝補習

系 礎 学習・生活実態調査（第１回） ①高１での学習法を反省さ （期間）
・ を せ，中堅学年としての自 ４月中旬～２月下旬
理 応 覚を持たせる。 （時間）
系 用 ８：０５～８：３５

５ に す ②２年生からの新科目の学 （教科及び曜日）
月 応 る １９日 ＰＴＡ総会， 学年ＰＴＡ ２６日 全統高２模試 △ 習法について学ばせる。 国，数，英

じ 力 月～金の５日間
た の ③各コースのキー科目を大 （形態）
学 養 切にさせると同時に，科 火曜日：補習①
習 成 １１日 校内実力テスト（第１回） 目を捨てさせない。 水曜日：補習②

６ 習 木曜日：補習③
月 慣 １６日 夢ナビ２０１８ 補習①～③は国，数，英で１

の ガイダンスブック「若楠」発刊 コマずつ実施し，月曜日と金
確 曜日は，補習①，②，③をロ
立 「進路ニュ－ス（夏号）」発刊 ーテーションで実施する。

７ 弱 １０日 難関大志望者対象講演会 １４日 進研総合学力模試 ◎ 弱点の克服
月 夏季補習（前期）〔６日間〕

点 ２３，２４，２５，２６，２７， ①オープンキャンパスに参 ◎夏季補習
３０日 加するなど，夏休みの有 （期間）

克 効利用を考えさせる。 ７月２３日～３０日
８月１６日～２４日

８ 服 １８日 全統高２模試 ◎ ②不得意科目を集中して学 （時間）
月 夏季補習（後期）〔６日間〕 習させ，克服させる。 １時限 8:50- 9:50

学 １６，２０，２１，２２，２３， ２時限 10:05-11:05
部 ２４日 ３０日 校内実力テスト（第２回） ③２学期への準備と心構え ３時限 11:20-12:20
・ ３１日 校内実力テスト（第２回） をさせる。 （教科）
学 国，数，英
科 １３日 早朝補習開始

９ の １４日 進路ＨＲ活動（第２回） 得意科目の育成
月 研 得 進路志望調査（第２回） ◎冬季補習

究 学習・生活実態調査（第２回） ①これまでの学習法を見直 （期間）
意 ２８日 進路講演会（生徒対象） しさせ，きちんとした学 １２月２５日～２８日

２９日 学年ＰＴＡ（進路講演会） 習習慣を維持させる。 （時間）
科 １時限 8:50- 9:50

１０ ６日 実用英語技能検定 ②北高祭を終えて気持ちを ２時限 10:05-11:05
月 目 １３日 駿台ハイレベル模試 △ 引き締めさせる。 ３時限 11:20-12:20

（教科）
の ③志望を明確化し，受験生 国，数，英

３日 進研総合学力模試 ◎ としての自覚を持たせ，
１１ 育 ７日 校内実力テスト（第３回） 目標を定めることより学
月 ８日 校内実力テスト（第３回） 習意欲を高めさせる。 ◎レベルアップ講座

学 成 （期間）学年末考査後３日間
④得意科目をつくり伸ばさ （時間）

部 「進路ニュ－ス（冬号）」発刊 せる。 午後から
１２ ・ 冬季補習 行事日程により決定
月 学 ２５，２６，２７，２８日 （教科）

国，数，英，理，地歴
科 から１科目選択

１ ９日 早朝補習開始 入試対応 （形態）
月 の 入 １１日 進路ＨＲ活動（第３回） １９日 進研総合学力模試 ◎ 原則として全員を対象と

試 進路志望調査（第３回) ①学習習慣のレベルアップ し，講座制で実施する。
決 対 学習・生活実態調査（第３回） を図らせる。

応
定 基 ②２学年の復習と学習の総 ※ 補習の中止

礎 ２日 全統高２記述 △ 仕上げをさせる。 １）定期考査時間割発表と同
２ 力 駿台ハイレベル模試△ （模擬試験の見直し） 時に中止する。（発表日
月 養 ５日 校内実力テスト（第４回） の早朝まで実施）

成 ６日 校内実力テスト（第４回） ③最終学年への準備と心構 ２）実力テストは当日のみ中
９日 進研マーク模試 ◎ えをさせる。（最優先課 止する。

題を明確に） ３）総体前１週間及び総体期
１２，１４，１５日 間中は中止する。

３ レベルアップ講座〔３日間〕 １３，１４日 スタディーサポート＊

月 １５日 進路ＨＲ活動（第４回） （新３年第１回）

（３年生と語る会）

・進路通信「ﾍﾟｶﾞｻｽ」発刊 ・「◎」は全員受験
（４月，２月，その他適時） 「△」は希望受験を示す

備考 ・小論文模試を年２回，実施
予定。

※都合により変更することもある


